
 

 

 

 

このおたよりは、小諸市芦原中学校区の小学校３校・中学校１校の統合校(芦原新校)に関わる「小諸市立小中学

校統合準備委員会」等での検討内容や進捗状況について、市民の皆さんにお知らせするために発行しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月の第２回小諸市立小中学校統合準備委員会以降も、４つの専門部会ではそれぞれ調査・研究、協議を進めて

います。教育部会では、１０月に正副委員長の先生方の研修会を開催しました。その様子をお知らせいたします。 

 

 

10 月 30 日(木)教育部会では、12 のワーキンググループの正副委員会の先生方にお集まりいただき、 

基本設計と目指す教育のあり方について考え合う機会として、研修会を開催しました。 

基本設計図案をもとに、「今委員会で検討している教育活動は、ここ 

のスペースをこんな風に活用したらどうか」など、ワークショップ形式 

で意見交換を行いました。当日はファシリテーターとして、静岡大学の 

島田桂吾准教授をお招きし、指導や助言をいただきました。 

参加した先生方からは、「『学びの街角』では、地域の方々をお呼びし 

て、アウトプットやフィードバック等の表現活動に生かしたらどうか」 

などの意見や、「ポッケ」の使い方のアイデアなどが出されました。    ワークショップの様子(10/30) 
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出前説明会の会場では、いただいた質問にその 

場でお答えした内容もありましたが、時間の都合 

でお答えできなかったご質問、感想記入用紙にお 

書きいただいたご質問等とその回答について、本 

号に掲載いたします。※下記参照 

 

 

 

 

 

 

出前説明会の様子（11/18） 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      こもろん               

【問い合わせ先】   

統合準備委員会事務局 

小諸市教育委員会  

学校教育課 再編整備係 

☎0267-22-1700 

  内線 2326 

※このおたよりは、 

小諸市ホームページ 

にも掲載しています。 

保護者からのご質問 
Q.学年の教室配置は、今後も変わらない計画か？ 

→小中のつながりを大切にして６年生と７年生

を同じフロアーにしています。子どもの成長

に合わせ、学年のまとまりを大事にしながら

校舎の中を９年間かけて移動していきます。

児童生徒数によって配置変更もありますが、

基本的には現在の配置案をベースにします。 

 

Q.小中が一緒になるとのことですが、体育館は今

のまま、増やす予定はないのですか？ 

→現在２階に大体育館、１階に小体育館と柔剣

道場があります。柔剣道場を板張りにして、

新校では第１～第３体育館として使用する予

定です。これら３つの体育館を使い分け、小

中学校の授業や各種行事等を行う予定です。 

  

 

Q.小中の子どもが同じ校舎を使用する場合、水道

やイスの高さ等体格差への配慮はあるのか？ 

→理科室については、小中分けて４部屋計画し

ています。イスや机の高さも小学生用と中学

生用を用意します。手洗い場等は、上記のよ

うに教室配置が変わる場合もありますので共

通にし、踏み台等での対応を考えています。 

 

Q.「跡地利用」のワークショップに参加できなかっ

たのですが、在校生や保護者の意見も取り入れ

てほしい。今後アンケート等の予定はあるのか？ 

→ワークショップは終了しましたが、2/4 まで

市立図書館にブースを設置してあります。市

の財政課が担当していますが、両課で連携し

ながら情報共有・情報発信をしていきます。 

 

 

 

Q.校名について、今後どのような流れで決められて

いくのか？スケジュールも含めて知りたいです。 

→１／９(金)～２／27(金)まで、応募用紙や応

募フォームにて校名案を募集します。市民な

らどなたでも応募可能です。応募方法等の詳

細は、広報こもろか市 HPをご覧ください。

ご不明な点は下記へお問い合わせください。 

  

Q.出前説明会では、学校の先生方も基本設計の状

況をまだ十分理解できていないように感じたので

すが、どのように説明をしているのですか？ 

→市内８校の教職員が集う研修会にて R6 は小諸

市が目指す教育について、R7 はそれを実現す

る基本設計について説明しました。今後も継

続して各校の先生方にお伝えしていきます。 

 

 

Q.基本設計では、特別支援学級が小中隣りに配置

されていますが、何かメリットはあるのですか？ 

→デッキを挟んで、小中のエリア分けを配慮し

ています。メリットは、小中の交流や共同で

活動ができることや担当職員の連携もスムー

ズに行えることです。先進校の視察等から、

保健室が近くにある場所に配置しました。 

 


